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特集:身 体と医療の社会学

特集 「身体 と医療の社会 学」 に よせ て

藤 田 弘夫(2002年 度大会 ・シンポジ ウム企画担 当)

 近年、身体に対する関心が急速に高まっている。医療や看護 に関する研究は社会学のひ とつ

の焦点 となりっつある。三田社会学会の会員のなかで生命、健康、医療などに関心をもつ若い

会員が増えている。学部の卒業論文や修士論文も、この分野を扱 うものが、急増 している。さ

らにいくつもの博士論文が、このテーマで準備 されている。また、元々は社会学の他の分野を

専攻 していた会員が、勤務先の関係や委託研究の経験から身体や医療 ・看護の分野に足を踏み

入れたケースも少なくない。三田社会学会の会員は幾つかのグループに分かれて、この分野の

研究を進めているようである。

 ところで、 日本の社会学において医療や看護の分野に関心が集まったのは、今回が初めてで

はない。社会学の研究において最初に医療や看護の分野が脚光を浴びたのは、新制大学の発足

にともなってであった。この時、新制大学には医学部進学課程や医学部保健学科が設置 され、

アメ リカの影響の下に社会学の科 目や講座 が設けられていった。その後、医学部における社会

学の研究は、それほど活発にはな らなかった。む しろ時の経過 とともに病院管理学などの講座

のなかに吸収 される傾向にあった。また、健康や医療に関する研究は社会学の学会でも周辺的

な分野であった。

 ところが、最近の社会福祉学や看護に関連する学部の設置にともなって、社会学のなかの健

康や医療に関する分野は急激に拡大することとなっている。 さらに近年の移植医療などの発展

は、人文社会科学の分野にも幾多の問題を投げかけた。医療の専門家だけによる議論の危 うさ

が各方面か ら指摘された。移植医療は倫理学を活性化 させたばかりではなく、各方面にこれま

でとは違った問題を提起することとなった。 しか し人文社会科学の領域に身体や医療の分野の

議論が急に持 ち込まれたために、戸惑いを感 じざるを得ない点も少なくない。岡本裕一郎 『生

命 ・環境倫理学』 (ナカニシヤ出版 2002年)は 、こうした危惧を内側から明らかにした。

 社会学において身体や医療に関連する分野は急に大きな分野になってきている。近年は、ジ

ェンダーやセクシュア リティの問題群 とも関連 して、身体や医療の研究は、社会学の主要な部

分 となっている。とくにM.フ ー コーの議論はこの分野に、深 さと広が りを与えることとなっ

た。かっての社会学の教科書には、身体や医療の問題は扱われていなかった。なかには触れて
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い るもの もあったが、 どちらか とい えば付録的な ものであった。

 しか し近年 の社会学 の教科書で は、身体や 医療 は重 要な位置 を与 え られてい る。A.ギ デ ン

ズの 『社 会学』 は、社会学の教科 書のベ ス トセ ラー となっている。販売数は累計で30万 部に

達 してい るとい う。その第二版 では、 「ジェンダー とセ クシュア リティ」が全22章 の うちの

第6章 で扱 われ ていた。 さらに三版 では、全体が21章 と減少 しているにもかか らず、健康 と

医療の分野は第5章 「ジェンダー とセ クシュア リテ ィ」 と第6章 「身 体一摂取、病気、高齢化

一」 と増 えてい る。

 ところで、身体や 医療 の問題 は もともと社会学の研 究 と深 くかかわってきた。 今年は1903

年 にイギ リスにおいて世界で最初 の社会学会が結成 され て、ち ょ うど100年 を迎え る。1904

年 には世界最初 の社 会学会が、 ロン ドンで開 かれ てい る。 その時の報告 が、有名 なフラ ンシ

ス ・ゴール トンの優 生学(Eugenics)の 定義 と目的に関す るものであ った。 その後 の社会学 に と

って優生学 との関係 は、けっ して幸福 をもた らしは しなかった。 しか し社会 学 も1世 紀 をへて、

身体や 医療の問題 に新たな関心 をもと うと している。

 三田社会学会では身体や医療 に関す る知識 を深 め るために、 この分野で深 い知見をお もちの

人類学 、倫理学、医学の学問領域 を異 にす る3人 の研 究者 に、不断 の研究成 果 を披露 して もら

うこととなった。 これ を機 に三 田社会学会の会員が身 体や 医療 に関す る知識 を交流す る機 会 と

なれ ば と願 ってい る。

(ふじた ひろお 慶磨義塾大学文学部)
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